
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

編 集・印 刷
独立行政法人国立印刷局

省

令

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
本
足
場
の
使
用
）

第
五
百
六
十
一
条
の
二

事
業
者
は
、
幅
が
一
メ
ー

ト
ル
以
上
の
箇
所
に
お
い
て
足
場
を
使
用
す
る
と

き
は
、
本
足
場
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
つ
り
足
場
を
使
用
す
る
と
き
、
又
は
障

害
物
の
存
在
そ
の
他
の
足
場
を
使
用
す
る
場
所
の

状
況
に
よ
り
本
足
場
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
な

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

（
点
検
）

（
点
検
）

第
五
百
六
十
七
条

事
業
者
は
、
足
場
（
つ
り
足
場

を
除
く
。）に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
点
検

者
を
指
名
し
て
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前

に
、
作
業
を
行
う
箇
所
に
設
け
た
足
場
用
墜
落
防

止
設
備
の
取
り
外
し
及
び
脱
落
の
有
無
に
つ
い
て

点
検
さ
せ
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補

修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
百
六
十
七
条

事
業
者
は
、
足
場
（
つ
り
足
場

を
除
く
。）に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
そ
の

日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
作
業
を
行
う
箇
所

に
設
け
た
足
場
用
墜
落
防
止
設
備
の
取
り
外
し
及

び
脱
落
の
有
無
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
を
認
め

た
と
き
は
、直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候

若
し
く
は
中
震
以
上
の
地
震
又
は
足
場
の
組
立

て
、
一
部
解
体
若
し
く
は
変
更
の
後
に
お
い
て
、

足
場
に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
点
検
者
を

指
名
し
て
、
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
点
検
さ
せ
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、

直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候

若
し
く
は
中
震
以
上
の
地
震
又
は
足
場
の
組
立

て
、
一
部
解
体
若
し
く
は
変
更
の
後
に
お
い
て
、

足
場
に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
作
業
を
開

始
す
る
前
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
点
検
し
、

異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

３

事
業
者
は
、
前
項
の
点
検
を
行
つ
た
と
き
は
、

次
の
事
項
を
記
録
し
、
足
場
を
使
用
す
る
作
業
を

行
う
仕
事
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
こ
れ
を
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
者
は
、
前
項
の
点
検
を
行
つ
た
と
き
は
、

次
の
事
項
を
記
録
し
、
足
場
を
使
用
す
る
作
業
を

行
う
仕
事
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
こ
れ
を
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
点
検
の
結
果
及
び
点
検
者
の
氏
名

一

当
該
点
検
の
結
果

二

（
略
）

二

（
略
）

目

次
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〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
及
び
第
百
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
省

令
〕

〇
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
厚
生
労
働
二
二
）

〇
公
営
住
宅
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
国
土
交
通
九
）

〔
告

示
〕

〇
原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
六
七
）

〇
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
同
六
八
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件（
同
六
九
）

〇
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
二
の

書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件（
外
務
一
〇
四
）

〇
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

イ
ン
ド
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

す
る
件
（
同
一
〇
五
）

〇
円
借
款
の
支
出
期
間
の
延
長
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
イ
ン
ド
政
府
と
の
間
の
口
上

書
の
交
換
に
関
す
る
件

（
同
一
〇
六
、
一
〇
七
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
有
権
者
申
出
方
、
犯
罪
被
害
財
産

支
給
手
続
終
了
決
定
、
鉱
業
法
第
一
四
二

条
の
規
定
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

〇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
の

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
六
九
）

〇
運
輸
審
議
会
件
名
表
に
登
載
さ
れ
た
件

（
国
土
交
通
一
八
二
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
八
三
〜
八
七
）

〇
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

定
を
し
た
件
（
近
畿
地
方
整
備
局
三
八
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
二
五
〜
二
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
四
五
〜
四
八
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

厚
生
労
働
省

最
高
裁
判
所

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

気
象
庁
防
災
業
務
計
画
の
修
正
要
旨
の
公
表

に
つ
い
て
（
気
象
庁
）

法

務

公
証
人
任
免
（
法
務
省
）


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